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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 39 年 3 月

北海道開発庁
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5 万分の 1 地質図幅 許t
説明書同

滝 (網走-~33 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員国府谷盛明

同 長谷川 潔

同 松井公平

はしがき

この図幅の説明書は，昭和 34 年から昭和 36 年にし、たる，野外調査をもとにして，

とりまとめたものである。

この図幅地域には，黒曜石の産出することが知られており，黒曜石を中心とした研

究や，湧別川にそう地域の地質調査が断片的に実施されていた。一方，白滝遺跡も古

くから知られてはいたが， 1953 年吉崎昌ーにより，無土器文化に属することが確認さ

れ，同時に湧別川，支湧別川に沿って発達する，多くの段丘にも注目されるようにな

っ fこ。

この図幅の調査の開始と同じ時期に，白滝団体研究会が発足した。白滝団体研究会

は，白滝遺跡について，地質，地形，考古学など各分野を総合的に研究するため開らかれ

たものである。研究の目的は，石器包含層の層位と段丘の関係，段丘の形成過程など

から，この地域の洪積世後半の編年，さらに，北海道の無土器文化の編年，特性をあ

きらかにする点にあった。筆者らは，図幅調査を実施するとともに，白滝団体研究会

に参加した。説明書をまとめるにあたっては，白滝団体研究会の成果におうところが，

ひじように多いことをここに明記する。

調査の実施にあたっては，長谷川潔が，上支湧別地質図幅の調査にひきつづいて，

この図幅の南部地域の調査を行ない，松井公平は，八号沢を中心とした地域を調査し

fこ。

さらに，嘱託安藤久男(北海道開発局)氏には，オシラネップ川地域を，嘱託相馬

恒夫，同河内晋平(北海道大学理学部地質学鉱物学教室〉両氏には，それぞれ，東部

地域を分担していただいた。
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報告に先立ち，これらの諸氏に謝意を表する。また，白滝団体研究会への参加，御

援助をいただいた，斎藤昌之鉱床地質部長をはじめ，現地では，いろいろな便宜を計

っていただいた，白滝町役場，白滝営林署のかたがたに，厚くお礼申し上げる。

I 位置および交通

この図幅は，北海道のほぼ中央部に位置し，石狩と北見の境界にあたる地域でであ

るの行政上は，西部は，石狩支庁上川郡上川町に属し，図幅の中央部の大半は，網走

支庁紋別郡白滝村に，北部は，同郡滝ノ上町，および紋別市に，東部は，丸瀬布町に，

それぞれ所属している。村落は，図幅の南部を流れる湧別川と支湧別川にそって散在

しているだけで，白滝市街がその中心となっている。ほかの地域にはほとんど村落は

なく，産業も，主として林業を中心としている。

交通は，湧別川にそって，国鉄石北本線が通じている。ほかの交通機関としては，

白滝から上支湧別市街にいたるものと，石北本線にそって白滝一丸瀬布聞のパス路線

があるだけで，交通はし、たって不便である D

II 地形

この図幅地域の地形は，大きく次の 3 地域に分けることができる D

1) 中央部から北西部にかけての山岳地域

2) 中央部から東部にかけて，山頂に平坦な面の発達した地域

3) 湧別川と支湧別川にはさまれた地域で第四紀白滝層を基盤とし，幾段もの段丘

地形の発達した地域

以上 3地域の各地域についてのベる。

め この地域の山地は，大部分が日高累層群の粘板岩で構成されているため，急峻

な山岳地形をしめしている。山地はチトカニウシ山(標高1， 445.8 m) を中心とし

て，北々東一南々西方向にのびる主山稜と，北々西一南々東方向にのびる支山稜と

からなる。支山稜は，日高累層群の一般的な走向にそったものである。両側の河川の

侵蝕がいちじるしく，山稜は概して細く，急峻な山腹斜面と，やせ尾根を特徴として

いる。この傾向は，白滝構造線にそって千枚岩化した地域に，とくにいちじるしし、 D

主山稜は，上支湧別構造線に平行した副次的な構造に支配されたものである。

2) 東部の地域は，稜線部に広く熔結凝灰岩が分布している地域である。基盤は，

- 2 -



日高累層群で構成されているので，山腹斜面は，急峻であるが，山稜部は，一般に平

坦な地形をしめしている。熔結凝灰岩の分布西限にあたる推柏山では，標高1，267 m

で，東に向うにしたがい，平坦面の高さは，徐々に低くなり，図幅の東部では 800--­

700m の高さになる凸この平坦な地形は，隣接する丸瀬布図幅で，とくにいちじるしく

発達し，そこでは 700---600 m の高さで，平坦面を形成している。

この平坦な地形は，熔結凝灰岩におおわれた地域に発達している。したがって，基

盤がすでに，削剥作用をうけ，あるていど平坦化した地域を，熔結凝灰岩がおおい，

一層平坦な地形を形成しているものか，熔結凝灰岩の分布後に，削剥作用をうけて，

平坦な地形が形成されたものか，いずれかである白この点については，今回の調査で

は，十分にあきらかにすることができなかった。しかし，この地域では，熔結凝灰岩

の上部には，とくに削剥作用をしめす，燥などの堆積物は，観察されていなし、。逆に，

熔結凝灰岩の下部には，異質疎をもった，軟弱なうすい砂磯層をともなう場合がある。

したがって，熔結凝灰岩の形成以前に，あるていど平坦化作用をうけていたものと考

えられる。

3) 湧別川と支湧別川とにはさまれた，三角地帯には，第四紀白滝層が分布してお

り，この地域には，少なくとも 5 段の段丘地形が発達している。また，この地域で特

徴のある地形は，緩斜面が発達している点である。これらの諸点については，地形の

発達と地質が密接に結びついているので，地質の項で地形についてのべる。

水系は，湧別川および支湧別川が，主要な河川である。両河川は，西南から東北に

流路をとり，狭長な沖積氾濫原を形成している。この流路の方向は，上支湧別構造線

に平行する方向をしめしている D 丸瀬布川，オロビリカ川も同じ方向性の河川である。

そのほかの河川|は，これにほぼ直交する，日高累層群の一般的走向にそう河川で，流

路は短いが急峻な河川となり，峡谷を形成する。

III 地質の概要

凶幅地域の基盤は，日高累層群で構成され，これを，新第三紀の地層や火山岩類が

おおっている。南部では，第四紀洪積世の白滝層が分布しこの地域には，多くの段

丘が発達する。

基盤を構成する日高累層群は，この地域では，湧別川層と幌加層に分けられる。両

層とも主として，粘板岩で構成されている口この基盤岩中には，ほぼ南北方向に白滝構

- 3 -
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第 1 図模式柱状図

造線が発達しこれにそってかこう岩が注入している。

基盤岩類を不整合におおう，新第三紀中新世の地層としては，上支湧別層と旧白滝層

がある。上支湧別層は，厚い醸岩から構成され，北部のオシラネップ)I Iぞいに広く分

布する。旧白滝層は，粗粒な砂岩で構成され，分布は， ~勇別川のごく一部にかぎられ

ている。この時期の火成岩類には，石英斑岩，石英粗面岩，プロピライトがある。い

ずれも，岩脈として，日高累層群，上支湧別層，旧白滝層中に道入しているが，これ

より上位の地層中には道入していない。

新第三紀鮮新世の地層および岩石は，湧別 JII 熔結凝灰岩，幌加湧別層，幌加湧別熔

結凝灰岩，黒曜石，北見富士熔岩，笹山熔岩である。湧別川熔結凝灰岩は，湧別川の

下流に分布し，ここから隣接する，丸瀬布図幅に発達している。幌加湧別層は，幌加
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湧別III ，黒曜の沢などの上流部に分布し，主として火山灰質砂岩から構成される。この

地層は，ほぼ円形に近い特異な湖盆に形成された，湖成堆積物である。幌加湧別熔結

凝灰岩は，幌加湧別層を整合におおい，雄柏山付近から東部の地域に広く発達してい

る。幌加湧別川上流地域では，黒曜石を多量にともなっているロ北見富士熔岩と笹山

熔岩は，ともに，日高累層群を不整合におおっている熔岩で，ほかの地層との関係は

不明である。ともに，板状節理が発達した熔岩であるO

第四紀の地層および岩石は，白滝層，白滝熔結凝灰岩，第 1 段丘から第 5 段丘にわ

たる段丘堆積物および，緩斜面地形を形成する斜面堆積物である。

図幅地域の地質構造上の大きな特徴は，北々西一南々東方向をしめす，白滝構造線

であるのこの構造線は勇断帯とかこう岩の道入によって代表されるものである。

さらに，これに斜交し，上支湧別図幅であきらかにされた，上支湧別構造線の副次

的な構造とし，西南一東北方向にのびる断層が発達しているのこれらの構造運動は，

あきらかに，上支湧別層の分布を規制し，また，白滝層の堆積をも規制している。

IV 中生代の地層

IV.l 日高累層群

日高累層群は，粘板岩と砂岩の互層からなる地層である。この地域の日高累層群も，

ほかの地域と同様に化石を産出せず，比較的単調な岩相をしめしているので，分帯す

ることは困難である。しかし，砂岩の特ちょう，互層状態などから，この地域に発達

する日高累層群の大部分は，神威層群にあたるロなお，隣接する上支湧別図幅では，

神居層群を幌加層と湧別川層とに分けているが，この分帯は，この図幅内でも適用さ

れる。また，この 2 地層のほかに，留辺議川付近には，黒色細粒砂岩と互層する粘板

岩が発達しているが，この地層は上支湧別図幅の中ノ川層群中のニセチャロマップ川

層に相当する可能性が大きし、口しかし，この地層については調査が不十分なので，疑

問な点があり，地質図上では，幌加層として一括した。

IV.Ll 幌加層 (Yh)

この地層は，幌加湧別川地域を模式地とするもので，凶幅地域の東部に広く発達し

ている。

地層は，粘板岩と砂岩の互層から構成されている。砂岩の大部分は，暗灰緑色の硬

砂岩である。この互層状態は，砂岩と粘板岩の部分が規則正しく重なり合っていて，
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層理面は明瞭である。

IV. l. 2 湧別川層

この地層は，図幅の中央部地域に広く分布している D 模式地は支湧別川沿車である。

この地層は主として，粘板岩から構成されているが，部分的に砂岩の互層部をとも

なう。砂岩は，黒色細粒の砂岩である。また，粘板岩と砂岩との境界は，不明瞭で，

漸移する場合が多い。この地層の上部には，礁質部分がみられる。この含磯部分は，

白滝小学校前の支湧別川ぞいと，湧別川の合流点付近に標式的にみられる。また，丸

瀬布川上流の二股付近にも分布している。礁には，日高累層群中の暗緑灰色砂岩や粘

板岩がもっとも多く，それに少量の輝緑岩，石灰岩，珪岩が伴われている。標式地付

近では，ひじように礁が多い部分が発達しているが，ほかの地域では，擦が粘板岩中

に散在するていどである。また，礁の多い部分は，同一層準として広く追跡すること

はできない。なお，この図幅の渚滑川上流部にも，一部喋層が発達するが，喋種は，珪

岩が多く，この喋層との関係については，不明である。

V 白滝構造線にともなう変成岩および火成岩

V.I 変成岩類

変成岩類としては，圧砕岩と千枚岩がある。いずれも，変成度は低く，変成岩とは

いえないていどのものである。このうち圧砕岩は，白滝構造線にそって分布しており，

とくに，かこう岩の周辺に発達している。この圧砕岩は，日高累層群の粘板岩や砂岩

がいちじるしく圧砕作用をうけて，角喋状になったものであるが，図幅地域では，分

布も少ないので表示しなかった。

V. l. 1 千枚岩

千枚岩は，白滝構造線をはさんでその東西に発達している。この千枚岩は，日高累

層群の粘板岩や砂岩が変成したものである。

千枚岩は，支湧別川にそう地域，丸瀬布川上流，オシラネップ川の西側などに広く

分布している。片理が強く発達し剥理性が強い口とくに，オシラネップ川上流地域

では，片岩状構造が発達し，一部には淡緑色のものがある。鏡下では，多量の絹雲母様

鉱物が片理にそって晶出している。淡緑色のものも同様である。

V.2 火成岩類

火成岩類としては，かこう岩と輝緑岩がある。輝緑岩は，千枚岩化の形成期の遊入
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と考えられ，かこう岩は，白滝構造線の形成時に道入した火成岩である。

V.2.1 輝緑岩 CD)

輝緑岩は，チトカニウシ付近および i幌加湧別川付近にもみられるが，いずれも，

N 10 0W の道入方向をもっ小岩体である。この岩質は，濃緑色のち密なものである。

鏡下では，いずれもオフイテッフな構造はなく，長谷川による非完品質輝緑岩と呼ば

れる岩質のものである。しかしチトカニウシ付近のものについては，鏡下では，凝

灰質の部分もみられるが，凶幅では，一括して輝緑岩としたD

V.2.2 かこう岩 CG)

かこう岩は，支湧別川の東側，上白滝北部および、八号の沢上流地域に分布している。

このかこう岩は，白滝構造線にそって，てんてんと分布しているもので，図幅j或で

は，上白滝北部の岩体がもっとも大きし、。この岩体の周辺は，圧砕岩がとりまき，ホ

ルンフェルスの形成はみられない。

岩質は，粗粒な黒雲母かこう岩であり，一般に圧砕作用をいちじるしくうけ，とこ

ろにより，原岩の構造が破壊されている部分がある。

VI 新第三紀中新世の地層および岩石

新第三紀中新世の地層は， I柴岩を主とする上支湧別層と，砂岩を主とする旧白滝層

との二つの地層がある。ともに，直接日高泉層群を不整合におおっている。

VI.l 上支湧別層 (Km)

この地層は，図幅内の各地に点在している。そのなかで，北部のオシラネップ川に

そう地域では，広く分布しているが，ほかの地域では，断層できられ，日高累層群中

にもみこまれ，ごくかぎられた範囲に分布しているにすぎない。

オシラネップ)11流域のものと，チトカニウシ山付近のものは，西側が断層で，日高

累層群に接し，東側が直接日高果層群を不整合でおおっている。

岩質は，主として，喋岩から構成され，ところにより，黒色の泥岩，あるいは泥岩

質頁岩をともなう。喋岩を構成する礁の種頴は，大部分が日高累層群に由来する，粘

板岩および砂岩の瞭である。そのほか，少量の輝緑凝灰岩， J圭岩などの喋をふくむ。

礁の淘汰は，がいして悪く，醸の多い部分では，層理は不明瞭である。礁の大きさは，

場所によりひじように変化するが，亜円喋ないし円礁で， lem ないし 5em の大きさ

である白一般に，小さい礁の多い部分ほど喋は角ばり，亜円礁のものが多い。泥岩は，
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黒色で比較的固いが，ところにより泥質頁岩となる口

地層の構造は，断層によってもみ込まれているところでは，わからないが，オシラ

ネップ川付近のものでは，全体的にみると，上支湧別層の西側は，東に傾斜し，東側

では，西に傾斜している。全体にゆるい向斜構造をとっているが，これに対し，斜交

して，局部的に小摺曲がみられる。とくにオシラネップ川上流では，この構造が顕ち

ょである。一般に小摺曲は，ゆるい傾斜で，南西一東北方向の軸でくりかえし，複雑

な構造をしめしている。

VI.2 旧白滝層 (Ks)

旧白滝の小学校の湧別川対岸付近に分布しているもので，分布範囲は，ごくかぎら

れている。主として，粗粒な砂岩で構成されている口この地層の走向は，ほぼ NW­

SE 方向で 20 0E の傾科である。ところにより，植物片を多量にともなっているが，鑑

定できる植物化石は，みつかっていない。

この地層は，日高累層と直接不整合におおい，湧別川熔結凝灰岩および幌加湧別熔

結凝灰岩に，不整合におおわれている。分布範囲がせまいため，ほかの地層との直接

的な関係は不明である。また，隣接する丸瀬布図幅内にも，現在のところ，この地層に

対比することのできる地層は，わかっていない。したがって，この地層の正確な時期

を決めることはできないが，次の諸点から，第三紀中新世の堆積物と考えた口

この地層は，上支湧別構造運動にともなう作用は，まったくうけておらず，構造上

に大きな違いがあるので，少なくとも，上支湧別構造運動以後に堆積したものである o

また，幌加湧別層以後の堆積物は，ほぼ水平な層理であるのに対して，この地層は東

に傾むき，上支湧別構造運動以降の動きを反映している。同時に，この地層は石英斑

岩に貫ぬかれているが，これは，幌加湧別層では，まったくみられない点である。

VI.3 変成岩および火成岩

新第三紀の変成岩としては，チトカニウシ付近にみられる，ォ、ルンフェルスがあり，

火成岩としては，プロピライト，石英斑岩，石英粗面岩の脈岩がある。

VI.3.1 ホルンフェルス

ホルンフェルスは，この図幅域では，チトカニウシ山付近に発達している o このホ

ルンフェルスは，変成度の低いもので，粘板岩がやや紫褐色を帯びたていどのもので

ある。

鏡下では，粘板岩の堆積当時からふくんでいた鉱物(石英や斜長石)の聞を埋めて，
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細粒の石英と ， i炎褐色の多色性をもっ緑泥石が，形成されているだけである。

このホルンフェルスは，上支湧別図幅でのべられている，上支湧別構造線に平行し

た，構造線上に発達しているものである。露頭として，石英閃緑岩をみとめることは

できないが，このホルンフェルスは，下部に石英閃緑岩の潜在を暗示するものである。

白滝図幅内のこの構造線は，上支湧別構造線の本体に対しては，副次的な構造線であ

るが，石英閃緑岩のj差入帯として定義づけることができ，諸性格は，上支湧別構造線

と同じものである。

VI.3.2 プロピライト (P)

オシラネップ川付近と雄柏山南部に分布し，岩脈として発達している。上支湧別層

および、日高累層群を貫ぬいており， NE-SW 方向である。上支湧別層の分布を規制

する構造にそって道人しているものである口

この脈岩は，暗緑色の撤密な岩石である口

鏡下では，輝石安山岩を起源としたものであるが，いちじるしく変質作用をうけ，

斜長石は，曹長石化し，輝石は，外形をとどめるだけで，方解石，緑泥石および赤鉄

鉱を品出している。石基も，同様に多量の方解石を生じ，ほとんど原岩の構造をとど

めていない。

VI.3.3 石英粗面岩 (L)

八号ノ沢，チトカニウシ付近に，脈岩として，日高累層群中に遊入している。遊入

方向は，大部分のものが NE-SW 方向である。岩質は，灰白色，紙密なもので，い

わゆるリソイ夕、イト質の岩質であり，石英斑品をともなう。

VI.3.4石英斑岩 (Q)

幌加湧別川付近に多く，いずれも NE-SW 方向で，日高累層群中に，脈岩として

道入している。岩質は，暗灰白で徹密で，石英斑品，斜長石斑品の大型のものがみら

れる。石基は細粒である。

VII 新第三紀鮮新世の地層および岩石

新第三紀鮮新世の地層および岩石は，湧別川熔結凝灰岩，幌加湧別層，幌加湧別熔

結凝灰岩，黒曜石，北見富士熔岩，および笹山熔岩である。このうち，湧別川熔結凝

灰岩は，この地域の鮮新世のうちもっとも古いものである。幌加湧別層，幌加湧別熔

結凝灰岩，黒曜石は，一連の火成活動にともなう，堆積岩および火成岩である。北見
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富士熔岩と笹山熔岩は，鮮新世末期の熔岩である。

VII.! 湧別川熔結凝灰岩 (Yw)

この岩石は，湧別川下流に分布している。日高累層群および旧白滝層を不整合にお

おい，幌加湧別熔結凝灰岩におおわれている。岩質は，組面岩質で比較的徽密な熔結

凝灰岩である。下部には，安山岩，砂岩などの異質喋を多量にともない口ところによ

っては，かこう岩礁をともなう。基質は，いちじるしくガラス質である。旧白滝付近

では，淡緑褐色の松脂岩様ガラスを狭在している。

鏡下では，石英の融蝕形をしめす斑品が，多量にみられ，ほかに斜長石斑晶をとも

なう。また，有色鉱物としては，黒雲母を少量ともなうが，多色性は淡黄色一緑褐色

を呈し，男開にそって，一部は緑泥石化している。

石基は，流理構造をしめすガラスからなり，浮石の引きのばされたガラスをともな

う。

松脂岩様ガラスの部分は，真珠岩構造をしめすガラスで， 1mm 前後の球朝、をとも

なうが，周辺部は，淡褐色の緑泥石様物質にわかっている。

VII.2 幌加湧別層 (H f)

幌加湧別川，黒曜ノ沢などの上流部に分布している。この地層の分布状態は，およ

そ 4km 位の方状ないし円形に近い形である。

堆積物は，主として凝灰岩であり，水平方向での岩相変化はあまりみられなし、。こ

の地層の下部は，発泡の悪い，一見，石英ガラスに類似した軽石片を主とした凝灰岩

で，無層理である。中部は，軽石片は少なくなり，凝灰質砂層，シルトおよび粘土が

増加しこまかい葉理が発達し，湖成堆積物の特ちょうがいちじるしい。一部には，

シルトおよび粘土が偽礁としてはいっている。上部に行くにしたがって，ふたたび発

泡の悪い絹糸状光沢をもった軽石を主体とした，凝灰質砂岩になる。いずれも軽石は，

石英組面岩質のもので，ほかの外来礁はまったくない。層厚は， 150m を超える口

地層は，ほとんど水平で，幌加湧別川の上流で一部 7___8 0 西に傾斜しているていど

である。堆積盆の周辺に近いところでも，とくに地層の乱れはなく，岩相の変化もな

い。日高累層群との関係は，いわゆる不整合礁などをともなわず，急傾斜でおちこむ

日高累層群と直接，接している。この堆積湖盆は，幌加湧別層の分布でしめされるよう

に，ほぽ円形に近い形で日高累層群が，急、な崖をもって，おちこんでいる凹地地形と

なった所で，特異なものである。いわば，カルデ、ラに類似した形の堆積湖盆と推定さ
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れる。

この地層の形成時期については，これを直接指示する化石はなく，ほかの時代を指

準する地層との直接の関係もないので，時代は不明である。しかし次の諸点から鮮

新世のものと考えられる。

この地層の岩相，岩質は，あとにのベる白滝層とは異なっている。白滝層を堆積し

た湖盆とは，接近した位置にあり，同時代に湖盆が形成されたものであれば，両地層

とも，火山噴出物を主体とした堆積物であるので，両者の聞に，岩質上類似性がある

のが当然、と考えられる。岩相が相異する点は，両湖盆の形成時期の違いを指している

ものと考えられる。次に，もしi幌加湧別層が白滝層の堆積後のものとすれば，幌加湧

別居の堆積上面が，標高約 800m の高きであり，白滝湖盆との聞をさえぎる基盤をこ

えて，白滝湖盆に堆積物をもたらす可能性がある。しかし，白滝層の上位には，これ

に相当する地層はみ当たらない。逆の場合，白滝!曹の堆積面の上面は，約 7∞m 前後

であるので，両湖盆は明確に区分されるので，白滝層の一部が白滝層にみられなくて

も，矛盾はない。さらに，この点の一つの指示として，幌加湧別層中の砂岩，シルト

などの古地磁気の測定結果は， Revers であり，白滝層は Normal である。したがっ

て，白滝層より古い地層であり，鮮新世に対比することができる。

VII.3 幌加湧別熔結凝灰岩 (Hw)

幌加湧別層をおおい，雄柏山付近から東および南部に広く分布し，隣接する丸瀬布

図幅にも広く分布する。幌加湧別層との関係は，時間的な間隙をしめすものはなく，

整合関係で幌加湧別層の上位にのる。

岩質は，石英組面岩質である。岩相は，地域によってかなり変化するが，全体的に

は，多量の黒曜石をともなっている点に特徴がある。

I陣加湧別川の上流地域では，この熔結凝灰岩の下部に，多量の黒曜石をともなって

いる。最下部では，黒曜石が，数 cm ないし IOcm 前後の厚さで層状にはいり，一部は，

この黒曜石がブロック化し，各ブロックの周辺は，発泡の悪い軽石状のガラスになり，

また，さらにほとんどが，発泡の悪い，絹糸状光沢をもった軽石となり，わずかに中

心部に核状に黒曜石を残す部分もある O このような黒曜石が，熔結凝灰岩と互層する

ような状態で，熔結凝灰岩中に包有されている。さらにこの上部に， 1,--2 m の厚さ

で黒曜石をともなっている。黒躍石の多い部分の熔結凝灰岩は，従来，流紋岩といわ

れていた岩相とまったく類似する。
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熔結凝灰岩の上部は，下部にくらべると黒曜石は少ない。ノζ ッチ状にはいるだけで

ある。岩質もやや石英安山岩質のものに近くなり，雄柏山付近では，黒曜石はまった

くみられない。図幅地域に分布する熔結凝灰岩の大部分は，この上部岩相のものであ

る。

幌加湧別熔結凝灰岩の下部で，黒曜石の周辺に形成される軽石は，幌加湧別層中に

多量にみられる軽石と類似しており，一連の火成活動によるものと考えられる。

VII.4 黒曜石 COb)

黒曜石の本体は，幌加湧別熔結凝灰岩の上に，約 50m の厚さで， 2 ヵ所に分布して

いる。一つは，幌加湧別川と黒曜の沢にはさまれた， 860m 峰であり，一つは，幌加

湧別川の上流の1，147m 峰を中心とした地域である。なお 1 ， 147m 峰の南にある，

1 , 181.4 m峰の付近にも，黒曜石の軽石があるので，おそらしこの峰にも分布する

ものと思われるが，確認はしていない。この両者は，同時期に形成されたものである

が，肉眼的には，岩相上に相異がある。

邸Om 峰では，熔結凝灰岩の最上部には，黒曜石を層状にともない，黒曜石岩体に

漸移する。この黒曜石は，肉眼ではっきりと認めることができる，こまかい気泡がひ

じように多い。色は，黒色であるが，ほかの黒曜石にくらべると，気泡が多いため，

にぶいハリ光沢である。球頼、はみられなし、。しかし，この地域でも，熔結凝灰岩と互

層している黒曜石では，気泡はなく，ハリ光沢の強いものである。

1, 147 m 峰付近のものは，肉眼で認められる気泡はなく，ノ、リ光沢が強い。しっ黒

色を呈するものでは，数 mm ないし 2cm におよぶ球頼をともなうものが多い。数

mm の大きさの球頼の場合は，多くは流理にそって並び， 1cm........2cm の大型の球頼

の場合は，多く散点し， あるいは 2........3 個が集まってくっついているが， とくに規則

だったはいり方はしていない。また，この岩体の上部には，赤褐色のものがある。赤

褐色の黒曜石仏気泡はなくハリ光沢が強い，黒色の部分と赤褐色の部分が，斑状に

いりまじっている。これは，黒曜石が，まだ熔融状態にあるが，粘性が比較的高くな

った状態で，流動にともない，角礁化し，角磯化した周辺部がとくに酸化し，赤褐色

を呈したものと考えられる。しかし角礁化といっても，熔融状態にあるので，バラ

バラにわかれ，角疎化するのではなく，相互にくっつき合ったままであり“すみ流し"

状に入りまじっているもので，赤褐色部はほぼ流理に平行しているo 全体に斑状にな

っているものと，部分的に赤褐色の縞模様を呈するものとがある。しかし，黒色の部
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分も，赤褐色の部分も鏡下では，両者の差は認められなし、。赤褐色部にも，大型の球

頼、は散点する口したがって，球頼形成以前に，角疎化をうけている。

球頼、は，鏡下では，放射状に発達した各鉱物を識別することは困難である。 X線で

は，サンディン，クリストパライト，アノーソクレースがE在認、できる。

VII.5 北見冨士熔岩 (Kl)

この熔岩は，図幅の北部の稜線に分布している。直接，日高累層を不整合におおっ

ているの

岩質は，含かんらん石しそ輝石普通輝石安山宕である巴 n音灰色の散密な熔岩で，板

状節理がよく発達している。

VII.6 笹山熔岩 (51)

この熔岩は，図 III 高西部クコ枝線に分布し，隣接する，上川凶|隔に広く分布している。

直接日高累層群を不整合におおっている。

岩質は， しそ輝石普通~li!石安山岩である o I出灰色で，全般的に板状節理が発達して

いる。

両熔岩は，ともに，日高呆層群を直接不整合におおっているもので，ほかの地層と

の関係は不明である。

VIII 第四紀洪積世の地層と火山岩

第四紀洪積世のものは，白滝層，白滝熔結凝灰岩，天狗岳第 1 熔岩，第 2熔岩，第

1 段丘から第 4 段丘にわたる段丘堆積物および斜面堆積物である。第 5段丘堆積物

は，沖積世に属するが便宜的にこの項でのベる。

VIl LI 白 I竜層 (5)

この地層は，湧別川!と支湧別川とにはさまれた，三角地帯に分布し，西は，北見峠

をこえて分布している。この分布の形態や堆積用式から，湖成堆積層と考えられる。

岩質は，おもに凝灰質砂岩からなるが，岩相の水平方向での変化ははげしい。南部

の上支湧別市街付近では，喋層を主体としており，天狗沢付近，奥白滝の南部では，

黒雲母を多量にもつ凝灰質砂層に移り変っている O さらに，白滝市街に近づくと，砂

礁層中に，シルトおよぴ

およびぴ、粘土のこまかい菓葉:理が発達しい，一部では，層間摺曲がし、ちじるしい。北見峠付

近に分布するものは，おもに淡黄色の黒雲母の多い凝灰質砂層からなる。
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白滝層を堆積した湖盆は，ほぽ東西方向の湧別川にそう構造と， N30ー E 方向の支

湧別川にそった構造によって規制された構造盆である。湧別川にそっては，奥白滝付

近で，河床に日高累層群が露出している。また，北見峠』こいたる道路ぞいにも，日高

層群が露出している。したがって，奥白滝付近から西に，湖盆の基盤は徐々に高くな

っている。支湧別川ぞいにも，上支湧別市街地の南部でも，ごく浅い所に基盤がある。

また，堆積物からみると，上支湧別市街付近では，礁層が主体であり，西側の雪見沢

付近では，シルトおよび、粘土の互層が発達している。このような点から，この湖盆は，

南側にくらべて北側の方がより沈降し，西側より東側の方がより沈降した湖盆で，湧

別川にそう構造線が，より急に沈降したものと考えられる。白滝層の岩相変化は，こ

の湖盆の構造の反映とみることができる。

白滝層の堆積の時期については現在のところ，化石が産出していないので，正確に

はわからない。また，日高累層群を直接不整合におおっているだけで，そのほかの地

層との関係は，直接にみられない。しかし，すでにのべたように，幌加湧別層より上

位の地層である。白滝層中の喋岩・シルト・凝灰岩，熔結凝灰岩の古地磁気の資料で

は，いずれも滞磁の方向は， Normal である。上支湧別図幅で長谷川は，白滝熔結凝

灰岩が，逆滞磁であることを報告している。これらの資料の一部には，白滝駅北方の

幌加熔結凝灰岩がふくまれており，白滝層中の熔結凝灰岩は，天狗沢の奥で採集され

ている。白滝熔結凝灰岩の末端部は，ブロック化しているので，堆積時に転位したも

のである可能性もある。上限をしめす資料としては，第 1 段丘によってきられている

ことである。以上の諸資料から，白滝層は，少なくとも大部分が洪積世の堆積物であ

り，第 1 段丘形成期(ミンデ‘ル)以前の堆積物である。

VIII.2 白滝熔結凝灰岩 (Sw)

白滝熔結凝灰岩は，図幅地域では余り広くは分布していない。この地域では，上支

湧別市街に近い地域と，天狗沢上流に分布しているだけで，いずれも，白滝層中に狭

在されている。

岩質は，石英安山岩質で，灰褐色のち密なものである。

VIII.3 天狗岳火山噴出物

天狗岳は，上支湧別図幅中に存在する火山で，この図幅では，南西隅に，そくr 裾野

が拡がっているだけである。

この火山は，三つの時期の火山噴出物から構成されているが，この図幅域'( ，第
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1 期と第 2 期の熔岩が分布している口いずれも，第四紀洪積世の熔岩である。

VIII.3.1 天狗岳第 1 熔岩 (Ad)

この熔岩は，天狗岳の北側，雪見沢付近に分布している。

岩質は，優黒色のち密なしそ輝石普通輝石安山岩で，板状節理の発達がいちぢるし

し、口

VIII.3.2 天狗岳第 2 熔岩 (TO

この熔岩は，天狗岳火山の主体をなすもので，第 1 熔岩をおおって!よく分布してい

る。

岩質は，優黒色のしそ輝石普通輝石安山岩で，一部には，無斑品の部分もみられる。

VIII.4 段丘および斜由

図幅域で段丘の広く発達しているところは，白滝)曽の分布している地域で，ほかの

河川にそっては，発達はよくない。

段丘は，第 1 段丘から第 5 段丘までの 5 つの面に区分されるが，第 5 段丘は，沖積

世に属する。しかし説明の便宜上，この頃で，第 5 段丘についてものべる凸

斜面地形も，段丘と同様に，白滝層の堆積地域に発達している凸斜面の形成時期，

性質などによって，斜面 L ll ，天狗沢斜面に分けられる。

VIII.4.1 第 1 段丘

湧別川と支湧別川にはさまれた地域で，段丘と確認できる最高位の段丘で、あるのこ

の地域では，天狗沢の東側の台地にだけ，かぎられて分布している c 標I告は 520 mｷ-ｭ

550m の高さの面であり，現河床からの比 I高は， 100.......120m である凸この段止には，

明瞭な段丘崖が発注していなし、。段丘の平坦面は，徐々に高度を下げ，緩斜面に漸移

している。 平坦面は，解析され，保存は悪い。

第 1 段丘では，段丘堆積物が，地層としては残っていなし、。わずかに，段丘面上に，

亜角礁が点在しているだけである。傑種は，安山岩が主体で，そのほかには，粘板岩，

庄岩の小燥をともなっている。

VIII.4.2 第 2 段丘

保高は，約 500m で，現河床からの比高は約 60m の面である。第 1 段丘にくらべ

るとフ平trJ.面の保存は比絞的よく，解析もあまり進んでいない。しかし，段丘崖の形

態は第 l 段丘と同様に，緩斜面を形成しており，明瞭な段丘崖をつくらず，第 3 段正

而に 1ノ If するのこれに対比される面は， 1勇別川ぞいにもわずかに浅され，幌加湧別川
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の)11 日付近にもみられる。

第 2 段丘堆積物は， 1m 前後の厚さの段丘堆積物で，喋および砂層からなる。標高

504m 付近の第 2 段丘では，白滝層を基盤として， 90em-'110em ていどの厚さの堆

積物である。堆積物は上部から，

0.......10em 腐植土

10.......30em 灰褐色シノレト， 5.......6em のガラス質安山岩の亜角礁をともなう。

30.......50em 淡褐色シノレト，こぶし大安山岩角礁，熔結凝灰岩亜角礁，粘板岩の小

円礁を多数ふくむ。

50.......75cm+ 褐色粗粒砂，喋層，部分的に赤鉄鉱化がみられる。礁種は，粘板岩，

チャートからなり，小豆大~クルミ大の亜角~円礁を多くふくむ。

VIII.4.3 覧 3 段丘

第 3 段丘は，この地域に広く発達するもので，湧別川，支湧別川，天狗沢にそって

分布している。また，下流部では，白滝市街の南部，幌加湧別川付近にも発達してい

る。

段丘面の高さは，天狗沢の西側地域では，現河床から比高 23.......40 m，支湧別川ぞい

では， 25.......30m となっているの段丘面は，解析されて，多少波状をしめすが，よく保

存されており，段丘崖の発達もよい。しかし天狗沢の西側では，崖錐状に斜面が発

達し，段丘崖は明確ではない。

第 3 段丘には，多くの無土器遺跡があるので，石器や石片が，段丘堆積物のどのよ

うな位置に分布しているか，段丘堆積物の堆積用式などについて明らかにするため，

比較的詳細な調査が実施された。

天狗沢の西側の第 3 段丘では，段丘の前面における堆積物は，上部から

。....... 20em 黒色の腐植土

20.......40cm 黄褐色砂

40.......60cm 灰褐色粘土

60.......700em 十礁層

である。構成する礁は，亜円礁で，粘板岩，砂岩，安山岩でごく少量の黒旺石礁をと

もなっている。これに対し，同一段丘上で約 50m 背後(山側〉のところでは，

0.......15em 腐植土

15.......25em 暗褐色砂質粘土

25.......55em 暗褐色砂質シノレト・小円醗散点
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55.--120em 細砂，黒雲母を多く含む， ド部に向かつて粘土質で，織併用硬にな

るの

120.--150em 多孔質の細砂シノレト

150.--170em 凝灰質砂質粘土，不規則な j見状構造

170.--250em 淡灰色，激密な粘土質シルト

250em 十 淡灰色，白色粘土

である。

以上のように，同ーの段丘でも堆積物は，いちじるしく追っている。段丘面を形成

する堆積物は，前面では，ほとんど喋で構成されているが，背後にむかうにしたがっ

て，粘土やシルトなどのクロスラミナみ発遣し行細粒堆積物に漸移する門主 t.? ， 詳俸

の斜面から供給された砕屑物で，支面をおおわれるの

VIII.4.4 第 4 段丘

段正面グ〕高さは，現河床から 13.5.--16 m 乃 I告さで，分布は，ほぼ天狗沢付近にか

ぎられている。段丘堆積物の基底面の高さは，第 5 段丘とほぼ等しく，堆積物の)享さ

の違いで， 土面の高さが遣っている口

干坦面は，ゆるい波状をしめし，小支谷によって両がきられているが，比 Ifと之 li Z)平山

面の保存は良好である。

この面は，白滝団体研究会で‘発射乃実出された，第 1 区および第 2[ 正発掘区をのせ

る面であり，この地域の洪積 Iff: 乃編年の基準になる重要な面である。

第 4 段IT.堆積物の概要は，段丘の前面にあたる段丘崖では，最上部 1m 未満が，粘

土砂を主とし，細礁をレンズ状にはさむ，桐粒物質を主体とした堆積物である。この

下部は傑層である門この段丘堆漬物も，第 3 段五:の場合と同様に喋層は背後にむかつ

て桐粒化するのとくに天狗沢にそう段丘では，砂およびシルトを主体としている。こ

の点は，堆積物を供給する)(狗沢が，白滝層の分布地域を流域としていることによる。

第 1 発掘区は少 と白沌駅の西方1. 4 km , 湧別川の右岸である。ここでは， 基氏 J)

第 4 段丘喋!曽をおおって，砂， i北砂質粘土がきわめて乱雑に堆積しているので，層

相の変化がし、ちじるしし、。第 2 発掘区の堆積様式とは，同じ段丘でもいちじるしく異

っているの第 1 発畑区の堆蹟物は，第 4 段丘形成途上に，侵蝕をうけた上位の斜面堆

積物，あるいは，第 3 段丘堆積物が，支谷を流下し，乱堆積したものと考えられる。

-3m 以深に，木質泥炭とともに， edge の摩耗した blade，舟底型石器， および
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flake が出土している。これらの石器群の産状は，堆積物と同様に，上位の段丘ある

いは斜面堆積物の表層に包含されていた石器群が，運ばれて堆積した， 2 次的な包含

状態をしめしている。木質泥炭による C14 絶対年代測定は，学習院大学木越研究室で

行なわれ，その結果は， 15 ， 200 士 400 B.P 年である。

第 2 発掘区は，上白滝の国道が，湧別川を横切るところから約 200m 下った， 湧

別川の右岸の段丘である D ここでは， 10m 十の厚さをもった喋層が主体で，その上に

75em の砂，砂質粘土，土壌をのせている，上部から

0.-..25em 表土(耕土〉トラクターなどで撹乱され，大正 14 年の山火による木炭

片を混入しているの

25.-..50em 下層土，粒状構造をしめす，徴砂質壌土，淡赤褐巴を呈する白石器文

化層である。

50.-..75em 徴砂，シノレト入り粘土を主とし下半部ないし基底部にうずい砂喋層を

ふくむ，最下部は褐鉄の斑紋および，硬い盤層を形成する口

75em 以下硬い段丘砂層

**ここでは， 25.-..50em の徴砂質土壌から，多量の石器および flake が出土し，また，

麦土中からも多数の石器およびヨ ake が出土している。これに対し，下部の徴砂，シ

ルト入り粘土には，石器， :fl ake はまったくみられない。

石器群の水和層の厚さは， 4.16 士 0 ， 03 £1 で，白滝地域における無土器文化の石器群

のうち最もうすい凸

VIIL4.5 第 5 段丘

上白滝市街がのる面で，この地域でもっとも広く発達している面である D

現河床からの比高は， 6.-..8m の高さで，平坦面は，きわめてゆるい波状地形をしめ

し 2.-..3m の比高で，上下の 2 面に区分できる c

段丘の形態や，上面の高度ではフ第 4 段丘と第 5 段圧は，一見区別しにくいことが

多い。しかし，堆積物の上では，両者の相違は明瞭である。段丘堆積物の主体をなす，

喋および砂は，第 4 段丘では，褐鉄により豚結されているが，第 5 段丘ではフ灰色な

*この blade と自8.kε は J 竺 2 発掘区の石茸文化より古い文化層に起源すること

が確認された。また，石器の水和層の厚さは， 5.12士 0.02μ で ， t~ 2 発掘区のもの

より厚く，~;， 3 段丘堆積物中の石器，天拘沢斜面堆買物に包含される石器のものよ

りはうすい。

*キ 白滝型舟底石器 14 個， Chopper1 個大型舟底石器などである。
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いし，淡褐灰色の柔らかく粗しような砂，シルトが円醸の問をl埋めているロ

段丘堆積物の最上部に， 100~130 em の砂，シルトおよび粘土があるが，その 1 例

は，

O~ 30em 灰黒色の柔らか L、粘土質シルト，角礁をふくむ

30~ 75em 灰褐色シノレト，柔らかくパサパサした感じで， 下回に小豆~大豆大

の円礁周，喋種は安山岩，粘板岩，チャート

75.........88em 黄灰色火山灰~火山灰質砂

88.........103em 淡褐色の砂質シルト

103.........130em 灰黒色，粗粒砂，分級はよいの

130em+ 喋層

第 5}立五:面には，無土器文化遺跡、はなく，縄文文化遺跡のみである。

VIII.4.6 緩斜面および斜面堆積物 (Sd)

凶幅地域内には，各種.の斜面地形が発達している。しかしここにあげるものは，

斜面地形の形成が，主として堆積作用ではなく，侵蝕作用で形成されたもので，重要

な地形要素をなしているものについてのベる。したがって山腹の斜面地形，崖錐，扇

状地などについては別にのベる。

この地域の斜面地形は，その形態から 3 つに区分される。

1) 第 1 段丘に関連して発達したもの(緩斜面I)

2) 第 3 段丘の背後に定達しているもの(緩科而[ )

3) 第 1 段丘の時期に原形が作られ，その後現在にし、たるまで，多様な侵蝕を受け

て変形されているもの(天狗沢斜而)

に大別される。

VIII.4.6.a 緩斜面 I

・ 678.6 m fナ近から東北に発達する斜面，および天狗沢上流の南部で，標高 520m

から 600m までのびる緩斜面である。 ~!j麓から山脚状にのび， 第 2 段丘より一段高

く，第 2 段丘にはきられている。高度からみると，第 1 段丘当時の河wを侵蝕基準面

として，第 1 段丘形成時に，侵蝕作用によって形成されたものである。

堆積物は，うすく，亜角礁をともなう，砂シルトを主体とし，うすい粘土層をとも

なう。分級作用は，きわめて悪し、。

VIII.4.6.b 緩斜面 E

上白滝駅の西方および南方で，第 3 段丘の背後に広く定達している緩斜面である。
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この緩斜面は，第 3 段丘から，漸次勾配を増し， 4~5ーの勾配の部分から，上位の段丘

をきる付近では， 14° にいたるまでの，凹形の地形断面形態をしめしている。

すでに，第 3 段丘でのべたように，段丘Jl積物は，段丘の前面では， {可成段丘1喋)暑

で構成され，背後にむかうにしたがい，細粒物質のものが増加し，さらに背後では，

基盤の風化物質に上位の段丘から崩落した喋が混在する，風化堆積物に変化する。こ

のように，第 3 段丘と，緩斜面との問には，明確な境界を引くことはできなし、。した

がって，第 3 段丘は，主として川成段丘陵層で構成されている部分をさし線斜面 I

は，それより背後の部分をさしている。すなわち，緩斜面 I の堆積物と，第 3 段丘堆積

物とは，一部は，指交関係にある。

緩斜面 E の形態，構造，構成物質などからみると，この斜面は，本流に対し垂直方

向の侵蝕学力によって形成されたものであり，一方，段丘喋層は，本流方向に運搬さ

れ，堆積されたものである。すなわち，本流にそう礁の堆積と，側方からの斜面の堆

積作用とが，指交関係になっている白さらに，斜面には，安定した河道をしめす地形

はなく，侵蝕および堆積学力の主要なものは， Solifraction によるものと考えられるロ

形成時期は，第 3 段丘の堆積時期であり，当時の気候条件の大きな指標となる。

VIII.4.6.c 天狗沢斜面

天狗沢斜面は， ・ 678.6m1Uの東側ヵ、ら天狗沢にし、たる， 標高 640~460m の範囲

に分布する斜面である。この斜面は，さらに次のように細分できる。

1) 第 1 および第 2 発掘区の問の沢の東側地域に， NE-SW 方向にのびる部分

2) さらに 1) の東南部で，神社の付近から NE 方向にのびる部分で， 1) より一段

口 1 、

p=可 V ・ 0

3) 2) より南および南東に広く拡がる部分凸

1) の緩斜面の地形は，きわめてゆるく， 2°.......4° のわずかな傾斜変換部をもって，第

3 段丘に移行しているロ全体として，緩傾斜部が長く連続し，他の地区にくらべて，

平坦化がし、ちぢるしし、白山麓部では，漸次高度を増し，緩斜面 I に連続する。

堆漬物は，あまり連続性のない，こまかいヲミナをもった，凝灰質細粒物質で，安

山岩礁を多少混在している。基盤を構成する，白滝属との境は，不明瞭で，白滝層に

由来する堆漬物である。

2) の緩斜面は， 1) の緩斜面と，比高 10m ほどの崖で接しているが， 山麓部にむ

かうにしたがい，その比高差は小さくなり， ~U 麓では収紋する。そして，天狗沢にむ
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かつては，傾斜している，せまいJ也市であり， J也形1'1'-);こ一段高くなっているロ堆積物

は，ほとんどなく，白沌層そのものが，地表に露出している。ところにより，安山古

の角喋をともなう，山沌!吾に由来した湘粒物質の堆積物をところがある口

3) の緩;r4面は， 2) の I有および南東部に発達し， ほかの緩科l1'i]とは，形態が異って

いる口傾斜 Hrti] にJ1 11rl~ をもちながら，徐々に高度を下げ，ほかの斜面のように，全体

として，きれいな 1111形をしめしていなし、。 x狗沢の上半部では，第 4%交正と 6........10m

の比!告をもちながらも，ゆるい傾斜で接し，境界の不明瞭なところが多し、。この斜面

も， 111箆側では，緩斜面 I と同じ高度になる D

斜面堆積物が発達しており，一部では，治 4 段丘地積物と指交する。

卒、|面.I1t恒物は，天狗火山山地から供給される安山岩蝶と，同時にフ白滝!留の風化物と

考えられる凝灰質粘十J シル卜，桐粒砂を主体とする桐粒物質が，小支行や， f.政凹凸

にとむ地形を!よく珂!めている。次いで，第 4 段丘地:積物の.lit積本期になると，天狗沢

:r4r雨の凸地形部，たとえば神社付近など数ヶ所に露出している基盤が削剥され，おも

に，石英，長石，県雲ほ，火山ガラスの粗粒砂を耳f~積した。第 4 段丘堆積物の上部と

は，同時あるいは，漸移の関係をしめしているの

以上の点から，天狗沢斜面は，第 1 段丘形成11~rに形成された斜面が原形となり，以

後，継続的に侵蝕をうけ低下したものである。

天狗沢斜面の 1) の部分は，第 3 段丘との関係でも明らかなように，第 3 段丘形成時

の i口I床を主主準とし，大規模に侵蝕され，低下したものである。 2) の部分は，第 2 段丘

形戎日干の侵蝕作用によるものと堆定されるが，積局的な資料はなし、。

このように，天狗沢科[面は，複雑な多~語、廻的侵蝕作用をうけた地域である。また，

侵蝕営力も多岐にわたるものである。形成時期も，第 1 段丘の形成期より， 3) の斜面

のように，第 4 段丘の形成期，さらに一部は現在もなお継続する，長期間にわたるも

のである。

なお，奥白滝駅南方の斜面は，ほかの斜面にくらべると急な傾斜である。表層の堆

積物は，ほかの斜面堆積物に類似し，第 5 段丘にきられている。地形原形は，むしろ

扇状地的な要素が強いが，表層の堆積物などから，いちおう，同じ斜面として扱った。

IX 第四紀沖槙位の地層

沖積世の地層は，第 5 段丘耳 t積物，崖錐.I i主積物， .l3i .i nJ床 i尼監原などである。第 5 段

丘については，説明の便宜上，洪民世 J) 頃でのべたの
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IX.1 崖錐堆積物 (f)

各地域に，いろいろな規模で分布し，それぞれの形成時期には違いがあるが，説明

の便宜上一括して，沖積世として代表的なものについてのベる。

湧別川，支湧別川ぞいに分布するものは，山腹にそって狭長に分布しており， 第 5

段丘をおおって発達しているの

天狗岳の山麓にも広く分布しているが，この地域では，第 1 段丘形成期には，すで

に原形が形成され，その後，現在まで，継続的に堆積作用が続いているものと考えら

れる。いずれも背後を形成する岩石の擦を主としている。

IX.2 現河床氾濫原 (AI)

湧別JI!，支湧別JI!，丸瀬布川，オシラネップ川など，主な河川にそって狭長な分析 i

をしている。いずれも喋層で形成されている。

X 第四紀地域の地形発達史

すでにのべたように，鮮新世末から洪積世にかけて，湧別Jl I と支湧別川とに表現さ

れている構造にともない，地域的な沈降運動によって，凝灰質岩を主体とした，多量

の火山砕屑物の堆積がおこなわれた。この地層が，白滝層であり，軟弱な火山砕屑物

から構成される白滝層の堆積したことが，この地域の特殊な地形の発達がはじまるロ

白滝層の形成後は，全般的な隆起と，それにともなう侵蝕作用がはじまるの河JII は，

流路をしばしば変えながら，とくに軟弱な白滝層の堆積地域を削剥し，平坦化作用を

続けた口同時に山腹では，緩斜面 I の発達がうながされたりそして，第 1 段丘牒層が

堆積し，第 1 段丘が形成された。

第 1 段丘と第 2 段丘の形成の聞には，かなり長い時間の間隙があったと推定される。

その問にも第 1 段丘を蚕食しながら，斜面の発達が進められた。天狗沢斜面の中央部

に突きでる帯状の地帯は，おそらく第 2 段丘堆積期の河床を侵蝕基準面として形成し

たものであろう。

第 3 段丘の形成期?こいたって，湧別川と，支湧別川との7](系が明確に分離しため，

それぞれの河川にそって，第 3 段丘が広く分布している。それと同時に，天狗沢斜面

を中心にして，緩斜面 I の形成が行なわれたのおそらく， Solifraction と考えられる

侵蝕用式で形成されたもので，その気侯条件の一端をしめすものであろう。また，天

狗沢斜面のめでは，第 4 段丘の侵蝕期まで，下刻作用が継続し，一部は現在にもいた

っている。
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次いで最も!よく定注する第 5 段目:の時代にはし、るが，第 4 段丘二と第 5 段丘との段目:

基底の高さには，余り違いがないので，第 5 段丘の形成期には，それ以前まで進んで

いた下刻作用が，むしろ側方侵蝕に移っていったことが特筆される。

XI 先史時代の遺跡

白滝遺跡の大部分は，すでにのべたように，湧日 IJIII と支湧別川に囲まれた三角地'市

に分布し，現在まで未確認のものをふくめて， 74 ヵ所にわたって知られている。

この遺跡は， 1927 年に地元の考古学愛好者である遠間栄治氏によって定見された。

しかしその後あまり注日されないままに過ぎてきたが， 1949 年に群馬県岩宿で，相

沢忠洋氏の手によ丹て.無土器文化が確認きれ，日本の先史 U~: 代の遺跡の再検討が大

きな問題となったり北海道にも無土器文化があるとの見通しで， 1953 年に，現地調宜

をした，吉崎呂ーによって，白滝遺跡が無土器文化遺跡として確 l認され，はじめて，

学会でも注目されるようになったの

その後，吉崎を中心として，若生達夫，長谷川潔らの調査が進められ，地形や地質

との関連が追求され，その後の調査，研究の 4つの礎石となった。

ここでは，白滝川体研究会で発捌の実施された重要なものについてだけのべるの

第 1 発掘区の層序については，すでにのべたが，この地点の遺物は 2 次JtH 責の様相

をしめし，メ 1ミj舌面をしめす資料はまったくなかった。

出土器は，

Blade.......…..... 1

舟底型石器破片… 1

石くず・・・・・・・・・・・・・・・ 34

であるの

第 2 発掘ばでは，丈化層は単一のものであることが確認された。次の資料がえられ

アニ。

Chopper...ｷｷ.....ｷｷｷｷｷ.....ｷ1

大型舟底石器…….....・ H ・ 1

Anglegraver 1

Disc状 graver......·..·.. 1

End-Scraper 3

Side-Scraperｷ..ｷｷｷｷｷｷ.....ｷ3
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E.jfacedScraper 1

Amorphous Soraperｷｷｷ3

Point・ H ・ H ・......・ H ・..…・・・ 4

白滝型舟底石器・・ ··..···..·15

Blade..................・・・・・・ 26

Total.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59

第 2 発掘区で，遺物とともに，とくに注目される点は，石器密集点から約 5m はな

れた地点に，整形されていない，亜角礁の 10cm--30cm の礁が， 4mx2m の範囲に

わたり散点している。河岸段丘喋層の喋とは，あきらかに異り，人為的な配石遺構で

ある。炉あととみなされる配石の付近には，わずかに赤褐色の土壌をともなうが，複

雑な配石遺構で，その実態をあきらかにする bこいたっていない。

第 2 発掘区は，このように，生活面をしめすものである。
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舟底型石器……...・H ・..…...・ H ・..…… 15

ホロカ型 Angle 3

End-Scraper 6

Keeled-Scraper 2

Core& Corerejuvenatedflakeｷｷｷ17

以上のほか多くの資料がえられているのこのれらの資料から，白滝遺跡の石器包合

層は，新旧 2 つの層準に区分されるのそして，古い方を白滝文化層J，新しい方を白

滝文化層 E とした。

石器の形態的な観察からは，文化層 E のグルーフ ηの石器群の中には，湧別工法と呼

ばれる，特殊な工法によって製作された，白滝型舟底石器をともなうが，文化層 I に

は，この工法は向用されていない口

文化層 I の層準から，採集された，木片の C14 の測定から 15820 士 400 B.P. 年とい

う値が出されているのまた，主要な 10 地点における石器群の水和層の厚さは 4.16 士

0.03W....-5.79 士 0.03μ の範囲で，その年代が，ほぽ 20 ， 000 年から 12 ， 700 B.P. 年に

わたるものと推定される。これらの値をもとにすると，白滝文化層 I は，約 20 ， 000 年

から 15 ， 500 年 B.P. にわたり，白滝文化層 E は，約 15 ， 000 年から 12 ， 000 年 B.P. に

わたるものと推定できる。したがって，第 4 段丘の堆積物は， Wh2 の末期から Wh3

初期にあたるもので，文化層 I は Wh 2 にあたると考えられる。また， 第 3 段丘堆積

物は，その分布，平坦面の状況などから，いちおう Wv---Wh の亜間水期に対比させ

ることができょう。さらに，積極的な資料はないが，第 1 段丘，第 2 段丘は，それぞ

れ， Mindel および Riss 氷期に対応するものであろう。

XII 応用地質

XII.l 金属鉱床

図II!肩地域には，現在稼行されている鉱床，および過去に稼行された鉱床はまったく

ない。

日高累層群中には，各種の勇断帯が発達しているが，がし、して，変質帯の発達も不

良である。オシラネップ川上流流域には，数ケ所鉱徴地がみられるが，いずれも勇断

帯にそって，珪化作用をうけているところで，黄鉄鉱が，わずに散点しいるていどの

ものである。とくにまとまった鉱徴はみられない。
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XII.2 黒曜石類

湧別川熔結凝灰岩中にある，松脂岩は，粉粋し，焼成して，建築材としての「パー

ライト」を作製している。しかし現在のところ，まだ試験的段階で量産には，いた

っていない。

|幌加湧別川上流の黒曜石も，ほとんど未開発の状態である。黒曜石の 1 ， 147m 峰付

近のものについては，すでにのべたように，赤褐色の斑入りの黒曜石があり，この一

部が，主として装身具，装飾品として加工されている。現在，年 20 トン....-.50 トンが

原石として採掘され，加工されているていどである。

この地域の黒曜石の加熱膨脹試験は，北海道立工業試験場で実施されたが，膨脹倍

率は. 1.00---5.00 倍になっている。一つの岩体の中でも膨脹率に，ひじようにパラッ

キがあるため，現在のところ，実用の段階にはいたっていない。同じ岩休中で，膨脹

率のパラツキが，何らかの規則性をもつかどうかを確めることが，今後の開発には重

要な指針となるであろう。

XII.3 温泉

白滝村市街地の西南方約 2km，支湧別川の右岸山麓に温泉が湧出している。温度

は 24°C で，若干の炭酸ガス気泡を伴い，弱アルカリ性の温泉である。この温泉につ

いては，当所の長谷川潔，山口久之助，小原常弘により調査が実施され， N24ーE.

30° ，--. 40 oW の走向，傾科をしめす断層にそって湧出するものであり，白滝層中に帯水

層をもつものと推定されたりこの結果にもとづいて，湧出地付近に試掘が実施され，

77m で約 30°C の湧出をみている。以上の結果から，現在の白滝温泉が開発されてい

る。しかし，いずれも 30°C 前後であるため，ほかの産業と関連をもって開発しなけれ

ばならないの
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1)2)3)4)5)6)7)8)9)Shiratakicoreburin , Loc.32

10)11)12)13)14)15) スキー状 Spall ， Loc.32

第 1 図版



1)2)3)4)5)6)Endscraper ，ホロカ沢 l 遺跡

7)8)9)Angleεraver ，ホロカ沢 l 遺跡

10)Endscraper(hlade から製 fin ，ホロカ以 l 遺跡
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1)2)Bladecore ，山口カ (J ¥I 遺跡
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale1:50,000)

SHIRATAKI

(Abashiri-33)

By

MoriakiKδnoya ， KiyoshiHasegawa

andK6heiMatsui

(GeologicalSurveyofHokkaidδ 〉

Resume

Theareaofthissheetmapissituatedinthecentralpartof

Hokkaidδ ， andcoversfromlatitude43ー50'to44ー00'Nandfrom

longitude143ー00'to143ー15'E.

Asthereareremainsoftypicalnon-ceramiccultureinthis

area, moreattentionwas paid particularlyto theQuaternary

depositsduringthepresentsurvey. ThestudyontheQuaternary

depositswascarriedoutasapartoftheresearchperformedby

shiratakiResearchGroup.

Topography

Themapareaisdividedtopographicallyintothethreeparts

asfollows.

1) Themountainousareacoveringfromthecentralpartto

thenorthwesternpart.

2) Theareacoveringfromthecentralparttotheeastern

part, wherefiatsurfacesaredevelopedonthesummits.

3) TheareabetweentheYubetsu-gawaandthe Shiyubetsu ・
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gawa, whereterracesaredevelopedontheQuaternary

lacustrinedeposits.

1) Thisareaiscomposedmainlyofclayslatebelongingto

thebasementrocksofthis area. Themainridgesrunfrom

NNEtoSSW, whilethesubordinateonesfromNNWtoSSE.

Re 日ecting thegeologicstructureofthe basement, theformerridges

areparallelwiththeKamishiyubetsutectonicline, whilethelatters

areinharmonywiththeShiratakitectoniclineaswellaswith

thegeneralstrikeoftheHidakasuper 司 group.

2) ThisareaiscoveredextensivelywiththeHorokayu_betsu

weldedtuff. Thealtitude, inthewesternmarginofthis area,

is 1,200 metersabovesea level, buttheflatsurfacegradually

lowersdowneastwardtoa700meters'height, whereitisdevelopｭ

edmostextensively. Thisflatsurfaceisconsideredtobea 臼ow

bedsurfaceofweldedtuff.

3) Inthisareariverterracesarewelldevelopedwhichcan

beclassifiedintofivesteps. Furthermoregentleslopeswithlow

inclinationaredevelopedinconnectionV\ァ ith eachterrace.

Geology

ThebasementrocksofthisareaaretheHidakasuper-group

belongingtothepre-Cretaceous. TheyaregroupedintotheRoｭ

rokaandtheShiyubetsuformationsbothbelongingtotheUpper

Hidakaformation. Theyarecomposedmainlyofclayslate. The

principalgeologicstructureofthisareaiscontroledfundamentally

bythetectoniclinesrelatingtotheShiratakiandtheKamishiyu-

betsutectoniclines. AlongtheShiratakitectonic line, running

fromNNWto SSE, graniteis intruded , aroundwhichsheared

zoneisdevelopedremarkably. Also, apartoftheclayslatebeds

showsaphylliticfaciesalongthistectonicline.

ThetectonicelementsrelatingtotheKamishiyubetsutectonic

lineintersectobliquelytheShiratakitectonicline. Shearedzones

arealsodevelopedalongthem, andhornfelsisfoundlocally. Ro-
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wever, noexposureisfoundthereofgranodioritesuchasthat

hasbeenascertainedintheareaofthe“ Kamishiyubetsu Sheet."

Neogene

MiocenesedimentsinthisareaarerepresentedbytheKamiｭ

shiyubetsuandtheKyushiratakiformations.

TheKamishiyubetsuformationisdevelopedratherextensively

inthenorthernpartofthismaparea, whereitisfoundinfault

contactwiththeHidakasuper-groupalongitswestmargin, while

itlies unconformablyontheHidakasuper-groupalongitseast
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margin. OnthecontrarytheKamishiyubetsuformationfoundin

thesouthernpartisscatteredassmallpatchescaughtbyfaults

intheHidakasuper-group. Itiscomposedmainlyofthickbedded

conglomeratesofwhichmostpebbleshavebeenderivedfromthe

clayslateofthebasement.

TheKyushiratakiformationisdevelopedneartheKyushirataｭ

kistationalongthe Yubetsu ・gawa ， andiscomposedmainlyof

sandstone. Itislimitedindistributionbeingabsentfromthe

areaoftheneighbouring“ Maruseppu Sheet", anditsexactage

isindeterminable. However, itisconsideredtobeofMiddle

Miocene, becauseofconsiderable di 任erence ingeologicstructure

fromtheKamishiyubetsuformation.

Mioceneigneousrocksarefoundasdykesthatareintruded

intotheseMiocenesediments. Theyarecomposedof propylite,

quartz-porphyryandliparite.

Pliocene

Theplioceneformationsinthisareaarerepresentedbythe

Yubetsu-gawaweldedtu 百， theHorokayubetsu formation , theHoｭ

rokayubetsuweldedtu 百， obsidian, theKitamifujilavaandbythe

Sasayamalava.

TheYubetsu-gawaweldedtuffisbarelyexposedalongthe

Yubetsu-gawa. Naturalglassresemblingtopitchstoneisinterｭ

calatedinit.

TheHorokayubetsuformationisdevelopedintheupperstrｭ

earnsoftheHorokayubetsu-gawaandtheKokuY6 ・no-sawa (valley

ofobsidian). Itconsistsoflacustrinedepositsaccumulatedina

circularlakebasin. Itslowerpartischaracterizedbyalternation

ofsiltandclay, whilethemiddleandtheupperpartsarefurniｭ

shedwithincreasinglyrichpumiceinwhichbubblesarerather

poorlydeveloped. ThisissucceededconformablybytheHorokaｭ

yubetsuweldedtu 百 In thelowerpart, itcontainsobsidianbeds

of10to100centimeters'thicknessinalternation, whileitcontains
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athickobsidianmassintheupperpart. Exposuresofobsidian

arefoundseparatelyintwolocalities, oneinthenorthandanother

inthesouth. Theobsidiannearthepeak860metersinthesouth,

beingcrowdedwithminutebubbles, showsdullvitricluster, while

thatnearthepeak1,147 metersinthenorthshowsstrongvitric

lusterwithoutbubbles. Itcontains, however, spheruliteofseveral

millimeterstotwocentimeter ゲ diamete r. Thespheruliteisconsｭ

titutedbysuchmineralsascrystobalite, anorthoclaseandsanidine

(determinedbyX-ray). Allofthestoneimplementsoccurredin

thisareaaremadeofobsidianfromthelatterlocality.

Noavailabledatahaveyetbeenobtainedthatindicatedirectly

theageoftheseformations. However, themagneticinvestigation

onthe tu 百， welded tu 旺 and otherrocksofthesestratashows

reversedispositionofpalaeomagnetism. Furthermore, thegeologic

structureoftheseformationsisentirelydifferentfromthatof

theMioceneformations. Ontheotherhand , theyareconsidered

tobeolderthantheappearanceofthestructuralbasinshown

bytheQuaternaryShiratakiformation. Hencetheyareregarded,

forthepresent, asthepliocenedeposits.

VolcanicrocksofthisagearerepresentedbytheKitamifuji

andtheSasayamalavas. BothlavasliedirectlyontheHidaka

super 剛group ， andarefurnishedwithwelldevelopedplatyjoint.

Quaternary

TheQuaternarysedimentsofthisareaarerepresentedbythe

ShiratakiformationoverspreadingbetweentheYubetsu-gawaand

theShiyubetsu ・gawa ， andbythedepositsontheriverterracesas

wellasontheslopesbothofwhichdevelopingparticularlyinthe

areaoftheShiratakiformation.

TheShiratakiformationislacustrinedepositsmainlycomposed

oftu 百aceous sandstone, andintercalatestheShiratakiweldedtu 旺

intheupperstreamsoftheKamishiyubetsuandTenguzawa.

Theterracesinthisareaaregrouped into 五ve steps. The
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FirstTerraceisthehighestthatcanbe'confirmedinthisarea.

ItisdevelopedwithinthehillylandeastoftheTenguzawa, and
hasanaltituderangingfrom520metersto550metersabovesea

level. Therelativeheightabovethepresentstreamflooris100

to120meters. TheSecondTerraceis500metersinaltitude,
anditsrelativeheightis60meters. Therelativeheightofthe

ThirdTerraceis23to40meterstothewestoftheTenguzawa,
whileitis25to30metersalongtheShiyubetsu-gawa. Inthat

ageofThirdTerraceformation, separationoftheYubetsu-gawa

andtheShiyubetsu-gawawassodistinctthattheterraceswere

formedseparatelyalongeachriver. TheFourthTerraceislimited

totheareaoftheTenguzawa, anditsrelativeheightis13.5to16

metersabovethestreamfloor. TheFifthTerraceisdeveloped

mostextensively, onwhichthetownofShiratakiisbuilt The

heightofthebaseoftheseterracesisnearlyequalbetweenthe

FourthandtheFifthTerraces, buttheconstitutingmaterialsof

thedepositsareconsiderably di 百eren t. Characteristically the

FifthTerracehassu 妊ered fromsideerosionmoreintensivelythan

theFourth. Theyarehardlydistinguishedfromeachotherso

far asthesurfacialtopographyis concerned, butthecultural

remainsuponthemaremarkedlydi 百erent.

Forthestratigraphicclassificationoftheculturalbedsinthis

districtinvestigationofthesedimentsontheterracesaswellas

onthe'slopesisimportant. Thegentleslopesofthisareaare

groupedintothethreeasfollows.

1) ThegentleslopebehindtheFirstTerrace(gentleslopeI).

2) ThegentleslopebehindtheThirdTerrace(gentleslopeII).

3) ThegentleslopethatwasformedintheFirstTerrace

period, buthasbeenmodifiedbyerosion(theTenguzawa

slope).

AllthedepositsontheseslopesarederivedfromtheShiraｭ

takiformation, andareformedbyacompoundagencyoferosion
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anddepositionthatwouldbecalledakindofsolifluction. The

correspondingterrace.

Culturalremain

Thesitesoftheshiratakiremainsarefound1ontheFirst

Terrace, 74ontheThirdTerraceoronthecorresponding slope,

17ontheFourthTerraceand7ontheFifthTerrace, whilenone

isfoundontheSecondTerrace. (TheseremainsoftheFifth

TerracearerepresentedbythoseeitheroftheJδmon orofthe

epi-}δmon cultures.)ThebedsinwhichtheShiratakiremainsare

includedcanbegroupedintotheolderandtheyoungergroups.

Theformerisdesignated , inthisoccasion, astheShiratakicultuｭ

ralbedI, whilethelattertheShiratakiculturalbedII. Theage

oftheShiratakiculturalbedIisdeterminedas15 ，820 土400 years

B.P. byCEmeasurement, ofwhichthematerialisawoodfragｭ

mentobtainedatthe1stexcavationsitetogetherwithsomestone

implements. Amongthe stoneimplementsobtained fromthe

culturalbedIIsuchanimplementasShiratakicoreburinisdiscoｭ

veredthatwasmanufacturedwithaspecialtechniquecalledthe

Yiibetsutechnique. Whileitisquiteabsentfromthecultural

bedI. Theexaminationonthethicknessofhydratedlayerobseｭ

rvedontheseobsidianimplementssupportsalsothechronological

successionoftheseculturalbeds.

Economicgeology

Inthisareanometalmineisfoundthatisnowoperating.

MineralindicationobservedintheupperstreamoftheOshiraneｭ

ppu maybetheonlyinstancethatwouldconcernwithmining

geology.

Thelenticular pitchstone intercalatedintheYubetsu-gawa

welded tu 百 is forwarded, after firing, tothemarketunderthe

nameof “ Pearlite" forbuildingstone ontheotherhand, certain

kindofobsidianisprocessedforornamentsandaccessories. But

thesearenotprosperousasyet.
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